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今年は大豊作！？

　芝峠温泉レストビレッジ峰の駐車場で1月15

日、大どんど焼き大会が行われました。これは

蓬平地区住民のご協力により行われたもので、

当日訪れた観光客も参加し、豊作、商売繁盛、

無病息災などを祈願していました。
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3
月
1
5
日
（
火
）
ま
で

　
平
成
五
年
分
の
所
得
税
・
町
県
民

税
な
ど
の
申
告
受
付
・
相
談
が
二
月

十
六
日
（
水
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
（
火
）
ま

で
で
す
の
で
、
期
間
中
に
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
役
場
税
務
課
で
は
申
告
期
間
中
の

混
雑
を
な
く
す
た
め
、
申
告
の
相
談

を
下
記
の
日
程
表
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
日
程
等
を
お
確
か
め
に

な
り
、
申
告
に
必
要
な
書
類
と
印
鑑

を
ご
持
参
の
上
、
会
場
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。
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当
日
の
相
談
日
に
は
、
世
帯
内
の

所
得
者
全
員
の
申
告
を
受
け
付
け
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
の
た
め
に
、

二
月
十
八
日
（
金
）
に
高
田
税
務
署

の
職
員
に
よ
る
出
張
納
税
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
税
金
が
還
付
と

な
る
相
談
日
は
、
二
月
二
十
三
日
（

水
）
か
ら
二
月
二
十
八
日
（
月
）
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

正
し
い
申
告
を

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況

を
も
っ
と
も
よ
く
知
っ
て
い
る
皆
様

自
身
が
、
税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所

得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
申
告

納
税
す
る
「
申
告
納
税
制
度
」
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
昨
年
一
年
間
の
所

得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
忘
れ

ず
に
申
告
と
納
税
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

…
纏
翻
柵
護
螢
劇
朝
覇
日
糧
藁
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
役
場
第
一
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
㊧
は
住
民
税
申
告
画
聞
は
還
付
請
求

区
　
　
分

午
　
　
　
　
　
前

午
　
　
　
　
　
後

2
月
1
6
日
㈱

小
屋
丸
◎
・
池
之
畑

下
山
・
東
山
e
・
千
年

小
荒
戸
・
太
平
・
菅
刈
・
田
沢

池
尻

2
月
1
7
日
㈲

会
沢
・
清
水
・
桐
山

蓬
平

松
代－

班
～
20
班

2
月
1
8
日
㈹

税
務
署
受
付

税
務
署
受
付

2
月
1
9
日
ω

犬
伏
・
孟
地
・
滝
沢

中
子
e
・
苧
島

松
代

　
2
1
班
～
4
3
班

2
月
2
1
日
㈲

田
野
倉
・
仙
納
・
莇
平

寺
田
・
名
平
（
麗
燭

蒲
生
・
儀
明

2
月
2
2
日
㈹

福
島
・
奈
良
立
・
竹
所

峠
・
木
和
田
原

室
野

2
月
2
3
日
㈱

面
池
之
畑
・
下
山
・
海
老

㊧
小
荒
戸
・
太
平
・
菅
刈

2
月
2
4
日
㈲

面
会
沢
・
清
水
・
桐
山
・
蓬
平

㊧
田
沢
・
千
年
・
池
尻

2
月
2
5
日
㈹

㊧
田
野
倉
・
仙
納
・
莇
平
・
寺
田

㊧
蒲
生
・
儀
明

2
月
2
6
日
㈹

㊧
孟
地
・
片
桐
山
・
滝
沢
・
苧
島

圃
犬
伏

2
月
2
8
日
㈲

㊧
福
島
・
奈
良
立
・
竹
所
・
峠

木
和
田
原

㊧
室
野
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便
利
で
お
得
な

　
　
振
替
納
税
を

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期

限
は
三
月
十
五
日
で
す
が
、
振
替
納

税
の
場
合
は
四
月
十
五
日
と
な
り
、

お
得
で
す
。
納
税
に
は
安
全
で
手
数

の
か
か
ら
な
い
振
替
納
税
を
お
勧
め

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
銀
行
、
若

し
く
は
農
協
の
通
帳
と
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
．

税
金
還
付
も

　
　
　
口
座
振
込
で

　
所
得
税
の
還
付
金
も
安
全
な
銀
行

（
農
協
）
振
込
が
で
き
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
銀
行
、
若
し
く
は
農
協
の

通
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

圓㊧冒侶

　
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、
も

う
お
済
み
で
し
よ
う
か
？

　
個
人
事
業
者
の
確
定
申
告
と
納
税
は

3
月
3
1
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消

費
税
の
課
税
事
業
者
に
該
当
す
る
方
は

忘
れ
ず
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
商
工

会
議
所
な
ど
で
も
税
理
士
会
な
ど
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
確
定
申
告
の
説
明
会

を
開
催
し
　
勘
τ

　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
は
入
馴
つ

　
　
　
書
記
よ

告
頒
糺

　
　
　
申
自
し

○
税
務
署
か
ら
の
書
類
を
見
な
が
ら

記
入
し
て
い
く
と
、
簡
単
に
申
告

書
が
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

　
い
ま
す
。

　
“
わ
ず
ら
わ
し
い
”
　
”
面
倒
く
さ

　
い
”
と
言
わ
ず
に
、
一
年
中
の
所

得
の
総
決
算
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　
　
　
自
分
の
所
得
ぐ
ら
い

　
　
　
自
分
で
訂
算
し
蟹

　
　
　
　
　
　
　
く
て
膳
．
．
．

　
　
　
　
　
⊂
　
　
　
参
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
。
．
－
．

　
　
　
　
　
婁
“
　
モ

　
　
渓
－
－
）
　
　
　
抽

醗
簸
－
“

僅
島
税
唯
曽
栂
護
日
程
轟

　
　
　
　
　
　
会
場
｛
鞭
雛
鰭
澱
朧
叢
謹

網麗髄②申臼自鋤鵬饅

周

た
り
個
別

の
相
談
に

も
応
じ
て

お
り
ま
す
。

摘轍（倫縛業老

Φ劣ロ3日319つ

（
↑
ず

（
∵
扇

　
　
し

　
，
．
）

　
4
、

μ
多

￥

月
　
　
　
日

午
　
　
　
前

午
　
　
　
後

3
月
－
日
幻

　
　
　
　
（

松
代
1
～
7
班

松
代
8
～
1
5
班

3
月
2
日
困

松
代
1
6
～
2
0
班

松
代
2
1
～
2
6
班

3
月
3
日
㈲

松
代
2
7
～
31
班

松
代
32
～
4
3
班

　
　
　
　
）

3
月
5
日
仕

福
島
・
竹
所
・
峠

木
和
田
原

室
野
・
奈
良
立

3
月
7
日
励

　
　
　
　
（

田
野
倉
・
仙
納

寺
田
・
莇
平

3
月
8
日
幻

　
　
　
　
（

蒲
生
・
菅
刈

儀
明

3
月
9
日
㈲

小
荒
戸
・
田
沢

太
平
・
池
之
畑

3
月
1
0
日
㈲

下
山
・
千
年
・
池
尻

海
老
・
桐
山
・
会
沢

清
水

3
月
n
日
㈹

蓬
平
・
犬
伏

片
桐
山
・
滝
沢
・
孟
地

苧
島

税
嬉
関
醜
轟
標
語
・
欝
囲
税
務
馨
暴
賞

　
難
鱗
纏
　
讐
　
欝
縣
癖
鱗
懇
越
欝
畿
鞭
・
憾
難
灘
灘
縫
瀬
灘
・
搬
㎜

　
礫
謹
懇
嚢
議
　
験
躍
罎
頓
魏
畿
　
暴
欝
纐
璽
縫
鞍
縫

　
“
灘
灘
響
購
灘
響
　
鞭
鞭
懸
瀦
灘
綴
灘
”
饗
　
森
聯
蹟
磯
㎜
鍵
鍵

『
鞭
、
磯
響
華
舘
盤

、
糖
鞭
桟
麗
　
董
襲
籍
灘
“
鐙

講
麟
燕
辮
∞
“
議
羅
撫
繋
雅

　　　　馨　　蒙
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劉動堕劉
　　　　　区　　　麹　　蟹灘

今
年
も
雪
の
7
レ
セ
ン
ト

部
倉
，
子
六
窟

．
堕
髪
郭
路
僻
新

．
堕
藤
離
耀
⑭
矯
嫉
飽
二
牌

回
鷺
鴛
響
蝉
梅

回
り
唖
、
鱒
鋳
響
饗

堕
今
年
も
世
田
谷
区
の
新
年
こ
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当

の
滑
り
台
に
変
身
。
ま
た
、
同
区
の

子
供
た
ち
に
よ
る
雪
像
作
り
も
行
わ

れ
、
　
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」
や

「
ド
ラ
え
も
ん
」
な
ど
、
人
気
ア
ニ

メ
の
雪
像
も
会
場
に
登
場
。
子
供
た

ち
は
慣
れ
な
い
雪
や
ス
コ
ッ
プ
を
扱

い
な
が
ら
も
、
雪
像
作
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
開
会
式
で
は
よ
ろ
い

び
か
ぶ
と
姿
の
村
山
達
三
さ
ん
（
松
代
）

一
行
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
繰

り
広
げ
ら
れ
、
松
代
町
や
冬
の
陣
の

宣
伝
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
同
区
の
子

供
た
ち
に
と
っ
て
も
、
当
町
に
と
っ

て
も
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
三
月
末
に
は
同
区
の
子
供
た
ち
が

当
町
を
訪
れ
、
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

キ
ー
場
で
の
ス
キ
ー
や
、
当
町
の
子

供
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
む
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
た

交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

▲
人
気
ア
ニ
メ
の
雪
像
を
作
る
世
田

　
谷
区
の
子
供
た
ち

ぐ
市
中
パ
レ
ー
ド
に
参
加
す
る
当

　
町
の
村
山
達
三
さ
ん
一
行

4

華
灘
纏
撚

山
野
草
で
地
域
お
こ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぶ
み
山
草
会
発
足

会長の佐藤一英さん

▲
太
平
の
塩
蔵
所
で
雪
割
草
の
手
入
れ
を
す

　
る
会
員
の
皆
さ
ん

　
「
山
野
草
栽
培
で
地
域
お
こ
し
を
」

と
、
　
「
し
ぶ
み
山
草
会
」
　
（
佐
藤
一

英
会
長
）
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の

会
は
、
雪
割
草
（
学
名
H
オ
オ
ミ
ス

ミ
ソ
ウ
）
な
ど
の
山
野
草
の
実
生
栽

培
に
よ
り
、
自
然
保
護
を
図
る
と
共

に
、
町
の
特
産
品
と
し
て
育
て
上
げ

地
域
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
数
年
前
か
ら
愛
好
者
数
人

が
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、

昨
年
八
月
に
会
と
し
て
正
式
に
発
足

し
、
会
員
は
現
在
二
十
二
名
。

　
「
雪
割
草
は
冬
期
間
な
ど
、
農
閑

期
を
利
用
し
て
栽
培
で
き
る
の
で
、

米
作
な
ど
と
の
複
合
経
営
に
最
適
。

将
来
は
他
の
山
野
草
に
も
手
を
広
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
松

代
町
の
雪
割
草
は
、
他
産
地
の
よ
う

な
度
重
な
る
交
配
が
行
わ
れ
て
い
な

　
　
　
　
り
ん

い
た
め
、
凛
と
し
た
美
し
さ
が
あ
り

ま
す
。
都
会
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
に
、

こ
の
花
の
美
し
さ
を
お
届
け
し
た
い

の
で
、
宅
配
便
に
よ
る
販
売
を
計
画

し
て
い
ま
す
し
、
取
り
扱
っ
て
く
れ

る
花
屋
さ
ん
も
求
め
て
い
ま
す
。
東

京
松
代
会
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
い

た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
の
で
す
が

・
…
」
と
、
事
務
局
の
松
山
邦

夫
さ
ん
（
J
A
し
ぶ
み
）
。
特
産
品

の
開
発
、
地
域
お
こ
し
に
今
後
の
会

の
発
展
を
期
待
致
し
ま
す
。

　
雪
割
草
の
宅
配
（
送
料
込
み
で
三

鉢
二
千
五
百
円
）
を
希
望
さ
れ
る
方
、

ま
た
は
取
扱
店
を
紹
介
い
た
だ
け
る

方
は
、
次
へ
お
願
い
し
ま
す
。

J
A
し
ぶ
み
営
農
販
売
課
内

　
し
ぶ
み
山
草
会
事
務
局

　
a
O
二
五
五
九
（
七
）
二
〇
〇
二
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国際家族年にちなんで

「家族からはじまる小さなデモクラシー」といわれるように、今年は国際家

　　　　　　　　　　　1族年です。いまなぜ家族かと言われれば、家族は社会において最も基礎的単位

　　　　　　　　　　　iだからでしょう。その家族が最近、大きく変わってきています。近年、種々の

l　　　　　　　　　　　　l問題によって家族構造が変化し、その機能も低下していると言われています。
i　最近よくテレビや新聞で　l
i聞かれるリストラとは、リiこれまで・家族といえばす倶体白勺なイメージを描くことができましたカご・

iストラクチャリング（事業　i家族という概念そのものが変わってしまいました。自分の生き方を自由に選択

iの再構築）の略。　　　　　i
l　企業の不採算部門を切り　iするようになり・ライフスタイルの多様化が進んだ結果、母子家庭や父子家庭
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i捨て・将来有望な部門への　iなどの単親家族や高齢者の単独所帯をはじめ、親しい高齢者同士の共同生活、

i進出を図って、事業内容を　i
l噺するのが本来の意味でi結婚しても同居しない別居結婚など1今まで家族という概念でとらえられなか
こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
iす。　　　　　　　　　　　iったものも「家族」と呼ばれる状況になってきました。
i　リストラは事業所の閉鎖　l
iなども伴うため、人員の削iこのようなことから・子育てや障害者・高齢者の援助など・家庭だけで1ま解

i減、配転もあるため日本で　i決できない問題も生じてきました。家族の問題は、家庭不和、青少年非行など

1は本来の意味から離れ、人　i
i員削減や雇用調整をリストiさまざまな社会問題の引き金になっていることも多く・家族問題は国際社会に

iラ柔呼んでいる場合が多い　iおいても大切な課題として受け止められています。

iよっです。マイナスイメー　l
iジを薄めることもあり、1gi今年は・1989年の国際連合で定めた「国際家族年」です・この国際家族年に

i92年春ごろから・盛んに使1ちなみ一人一人がもう渡『家族の絆』の意味を考え直し、明るい家庭を築く

iわれています・　　1ことが大切なことで1まないでしょうか．

柳真さ岡安
君下な部塚
（）親正警
写実切憲察

龍か出

、

　
「
小
さ
な
親
切
」
実
行
章
が
十
二

月
二
十
五
日
、
柳
英
一
君
（
松
代
高

校
三
年
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
章
は
、
社
団
法
人
「
小
さ
な

親
切
」
運
動
本
部
（
東
京
都
千
代
田

区
）
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
地
域

の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
、
さ
り
げ
な

い
優
し
さ
や
あ
た
た
か
な
思
い
や
り

を
見
つ
け
、
　
「
小
さ
な
親
切
」
実
行

章
（
バ
ッ
ジ
）
と
賞
状
を
贈
る
こ
と

で
敬
意
を
表
し
、
「
小
さ
な
親
切
」
を

広
め
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
柳
君
は
小
学
五
年
生
よ
り
剣
道
を

始
め
、
高
校
生
の
現
在
は
、
週
二
回

の
剣
道
教
室
で
小
学
生
の
指
導
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
剣
道
を
通
じ
て
礼

儀
作
法
な
ど
を
教
え
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
．

　
「
こ
う
い
う
章
を
も
ら
え
て
責
任

を
感
じ
る
。
剣
道
を
通
じ
て
得
た
貴

重
な
体
験
を
今
後
に
生
か
し
、
少
年

剣
士
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
、
喜

び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
柳
君
は
就

職
の
た
め
、
し
ば
ら
く
町
を
離
れ
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
今
後
も
後
輩
の

指
導
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
．

柳
英
一
君
（
松
代
）
に

　
　
「
小
さ
な
親
切
」
実
行
章

　
　
　
　
剣
道
を
通
じ
て
後
輩
指
導
ー

5



亜』劉動堕劉

平成5年度

青
少
年
健
全
育
成
標
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
賞
作
品
決

ま
る

　
　
　
　
松
代
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

回
馳
勢
舗
重
に
審
議
し
た
結
果

　
　
　
　
○
特
　
選
　
　
松
代
小
学
校
四
年

回
・
準
纏
憾
難
ね
嶽
囁
傾
ん

回
。
準
蠣
顎
奈
騨
馨
鱗
鵬

劉
。
入
お
腿
が
い
っ
ぱ
い
ξ
も
い
っ
ぱ
い
し
ぜ
ん
な
町
す
て
き
だ
な

　
　
　
　
　
お
は
よ
う
と
　
声
か
け
あ
え
ば
心
が
か
よ
う
　
ひ
と
つ
の
わ

　
　
　
　
　
き
ょ
う
の
こ
と
　
み
ん
な
で
は
な
す
　
夕
ご
は
ん

　
　
　
　
　
や
り
ま
せ
ん
　
い
た
ず
ら
　
い
じ
わ
る
　
い
じ
め
っ
子

　
　
　
　
　
あ
ぶ
な
い
よ
　
ふ
ざ
け
ち
ゃ
い
け
な
い
　
通
学
路

　
　
　
　
　
夕
食
は
　
き
ょ
う
の
で
き
ご
と
　
発
表
会

　
　
　
　
　
ね
え
父
さ
ん
　
ず
う
っ
と
こ
こ
に
　
く
ら
そ
う
ね

　
　
　
　
　
ご
め
ん
ね
と
　
す
な
お
に
い
お
う
　
そ
の
気
持
ち

　
　
　
　
　
し
ん
せ
つ
も
　
し
あ
わ
せ
つ
か
む
　
第
一
歩

　
　
　
　
　
　
へ
ん
じ
よ
く
　
最
後
ま
で
す
る
．
お
て
つ
だ
い

　
　
　
　
　
こ
ん
に
ち
わ
　
が
ん
こ
な
か
お
も
　
お
も
わ
ず
ニ
ッ
コ
リ

　
　
　
　
　
家
庭
の
輪
　
広
げ
て
つ
な
げ
て
　
家
庭
の
笑
顔

　
　
　
　
　
あ
い
さ
つ
は
　
心
を
つ
な
ぐ
　
心
の
輪

　
　
　
　
　
お
と
し
よ
り
　
ち
い
ぎ
の
せ
ん
ぞ
　
た
い
せ
つ
に

　
　
　
　
　
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
　
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
伸
び
る
芽
　
育
て
て
見
守
る
　
地
域
の
輪

　
　
　
　
　
笑
い
声
　
会
話
の
あ
ふ
れ
る
　
明
る
い
家
庭

　
　
　
　
　
　
一
人
の
笑
顔
が
家
庭
の
笑
顔

（
会
長
市
川
明
治
）
で
は
、
先
に
募
集
し
ま
し
た
青
少
年
健
全
育
成
「
標
語
」

次
の
方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
小
野
島
隆
之

松
代
小
一
年

蓬
平
小
二
年

松
代
小
二
年

松
代
小
三
年

松
代
小
三
年

松
代
小
三
年

奴
奈
川
小
三
年

松
代
小
四
年

松
代
小
四
年

松
代
小
四
年

松
代
小
五
年

奴
奈
川
小
五
年

松
代
小
六
年

孟
地
小
六
年

蓬
平
小
六
年

奴
奈
川
小
六
年

松
代
小
六
年

奴
奈
川
小
六
年

　
　
　
　
ん

　
　
　
　
く

　
　
　
　
之

　
　
　
　
隆

　
　
　
　
島

　
　
　
　
野

　
　
　
　
卜

　
　
　
　
，

柳
　
　
沙
織

小
堺
の
ぞ
み

五
十
嵐
真
悟

小
野
島
　
誠

小
堺
　
祐
香

小
堺
　
祐
香

邨
山
あ
ゆ
み

関
谷
　
純
平

池
田
　
吉
聡

関
谷
　
朋
真

田
辺
　
智
子

高
橋
　
清
史

若
月
　
　
恵

柳
　
　
良
美

小
堺
　
隆
寛

佐
藤
　
剛
史

池
田
　
直
也

小
堺
　
隆
志

◎受

〈

山
本
千
秋
（
孟
地
小
一
年
）

〈
樋
口
誠
也

　
　
　
　
　
　
鴨

く
高
野
佑
也

（
松
代
小
二
年
）

（
松
代
小
三
年
）

〈
柳

弘
（
松
代
小
四
年
）

く

山
賀
由
佳
（
松
代
小
五
年
）

〈

佐
藤
千
和
（
松
代
小
六
年
）

6
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◎
中
学
生
の
部

○
特
　
選
　
　
松
代
中
学
校
二
年
　
　
仲
村
　
　
瞳

　
　
思
い
や
り
　
誰
か
に
あ
げ
よ
う
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

○
準
特
選
　
　
松
代
中
学
校
一
年
　
　
池
田
友
紀
子

　
　
人
々
の
　
か
わ
す
会
話
で
　
町
づ
く
り

○
準
特
選
　
　
松
代
中
学
校
二
年
　
西
方
　
佑
美

　
　
「
お
は
よ
う
！
」
の
　
元
気
な
一
声
　
い
い
気
持
ち

○
入
　
選

　
　
ふ
れ
あ
い
は
　
心
の
あ
た
た
ま
る
　
町
づ
く
り

　
　
で
て
み
よ
う
　
地
域
の
行
事
や
　
お
祭
り
に

　
　
日
曜
日
　
み
ん
な
で
見
な
お
す
　
一
週
間

　
　
た
っ
た
二
一
日
の
あ
い
さ
つ
で
　
心
が
大
き
く
開
き
合
う

　
　
明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
　
会
話
も
は
ず
む
よ
い
家
庭

　
　
あ
い
さ
つ
と
　
一
緒
に
笑
顔
の
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
あ
い
さ
つ
は
　
ま
ち
の
み
ん
な
の
　
き
ょ
う
つ
う
ご

　
　
だ
ん
ら
ん
で
　
愛
情
深
ま
る
　
親
と
子
と

松松松松松松松松
代代代代代代代代
中中中中中中中中

年年年年年年年年

宮佐高山高佐高石
沢藤橋賀橋藤橋田

仲村　瞳さん

・喉

勘、

直佳知理章俊
樹代美恵子之守一

千
葉
県
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
芝
峠
温
泉
に

　
　
　
　
　
　
ス
キ
ー
や
雪
遊
び
を
楽
し
む

騒1、　　　　　　　　　　　　　　P

▲スキーを楽しむスポーツクラブの

　皆さん

　
ア
イ
エ
ヌ
ジ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
（
千
葉
県
八
街
市
）
が
一
月
三
日

～
五
日
、
三
泊
四
日
の
日
程
で
芝
峠

温
泉
に
宿
泊
し
、
ス
キ
ー
や
雪
遊
び

を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
ク

ラ
ブ
の
冬
期
合
宿
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
今
回
訪
れ
た
の
は
三
十
七

名
。　

三
日
午
後
に
到
着
し
た
一
行
は
、

昼
食
も
そ
こ
そ
こ
に
松
代
フ
ァ
ミ
リ

ー
ス
キ
ー
場
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
ス
キ
i
学
校
に
入
学
し
、

初
め
て
滑
る
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
た
、
温
泉
周
辺
で
は
ゾ
リ
」

や
、
雪
だ
る
ま
作
り
に
興
じ
て
い
ま

し
た
。
二
日
目
の
夜
は
「
か
ま
く
ら
」

に
入
り
、
　
「
雪
」
の
歌
を
合
唱
す
る

な
ど
、
松
代
の
冬
を
体
験
し
て
合
宿

を
終
了
し
ま
し
た
。

　
来
年
も
ぜ
ひ
、
お
い
で
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
ね
。

⑫

ぐ
柳

正
子
（
松
代
中
一
年
）

《
樋
口

正
宏
（
松
代
中
二
年
）

〈
茂
野

究
（
松
代
中
三
年
）

関市井富柳関柳佐斉鈴五関山市西
　　　　　　　　　　十
谷川上澤　谷　藤木木嵐谷本川片

純　佳一優美早勇真啓真知紀聡正
　　　　　　矢
平優子起花夏香人也一悟之明子則

（
菅
刈
分
一
）

（
菅
刈
分
一
）

（
孟
地
小
一
）

（
松
代
小
一
）

（
松
代
小
二
）

（
松
代
小
二
）

（
松
代
小
二
）

（
松
代
小
三
）

（
松
代
小
三
）

（
松
代
小
三
）

（
松
代
小
三
）

（
松
代
小
四
）

（
松
代
小
四
）

（
松
代
小
四
）

（
松
代
小
四
）

相本佐寺斉柳山草富柳池池高関柳

澤柳藤田木　賀野澤　田田橋谷

宏理由康香伸理明可裕　　ゆ　嘉
　恵　　　　　　 奈　　　 か

和子佳宏恵一恵子子介敦渉里学一

（
孟
地
小
五
）

（
松
代
小
五
）

（
菅
刈
分
六
）

（
松
代
小
六
）

（
松
代
小
六
）

（
松
代
中
一
）

（
松
代
中
一
）

（
松
代
中
一
）

（
松
代
中
二
）

（
松
代
中
二
）

（
松
代
中
二
）

（
松
代
中
二
）

（
松
代
中
三
）

（
松
代
中
三
）

（
松
代
中
三
）
7



運
、
勘
、
て
そ
れ
と
も
…

13

人
の
新
横
綱
誕
生

　
今
年
も
町
内
七
か
所
で
大
相
撲
が

展
開
さ
れ
、
新
し
い
横
綱
十
三
人
が

誕
生
し
ま
し
た
の
で
紹
介
致
し
ま
す
。

蓬
平
の
小
泉
ハ
ナ
関
は
、
二
年
連
続

の
東
横
綱
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
し

た
も
の
で
す
ね
。
本
当
の
相
撲
協
会

に
親
戚
で
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

〈
旧
儀
明
小
学
校
で
千
秋
楽
土
俵
入

　
り
を
楽
し
む
儀
明
地
区
の
皆
さ
ん

◎
松
代
相
撲
協
会
（
三
一
一
二
力
士
）

　
協
会
長
　
立
石
山
（
関
谷
）
達
治

東
横
綱
　
　
章
駄
天
（
山
岸
）
正
孝

西
〃
　
　
星
願
山
（
高
橋
）
靖
徳

◎
田
沢
相
撲
協
会
（
二
八
力
士
）

　
協
会
長
　
　
越
錦
（
市
川
）
芳
雄

東
横
綱
　
　
好
の
花
（
高
橋
）
節
子

西
〃
　
　
大
長
洋
（
市
川
）
長
助

◎
蓬
平
相
撲
協
会
（
七
三
力
士
）

　
理
事
長
　
大
湯
川
（
若
井
）
公
一

東
横
綱
　
小
泉
（
小
堺
）
ハ
ナ

西
〃
　
　
　
小
屋
場
川
（
若
井
）
一
雄

◎
犬
伏
相
撲
協
会
（
八
五
力
士
）

　
協
会
長
　
伴
念
山
（
山
本
）
貞
雄

東
横
綱
　
　
腹
黒
山
（
柳
）
正
昭

西
〃
　
　
千
代
ノ
山
（
小
島
）
チ
ヨ

◎
蒲
生
相
撲
協
会
（
一
〇
五
力
士
）

　
協
会
長
　
　
松
錦
（
小
堺
）
金
松

東
横
綱
　
　
和
の
里
（
山
岸
）
幸
枝

西
〃
　
　
隆
光
山
（
小
堺
）
隆
至

◎
儀
明
相
撲
協
会
（
六
八
力
士
）

　
理
事
長
　
秋
葉
山
（
小
堺
）
定
安

横
綱
　
海
の
里
（
仲
村
）
ハ
ツ
ミ

◎
室
野
上
向
相
撲
協
会
（
二
六
力
士
）

　
協
会
長
　
音
協
野
郎
（
山
岸
）
松
夫

東
横
綱
　
　
清
の
花
（
米
持
）
清
澄

西
〃
　
　
大
　
力
（
米
持
）
兼
治

線回

上
石
巌
杯
争
奪

　
　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
結
果

　
（
松
代
町
民
グ
ラ
ン
ド
及
び
町
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
　
五
百
九
十
人
）

　
　
　
　
　
　
（
競
技
者
五
十
人
）

①
恩
田
祐
一
（
妙
高
中
）
3
4
分
2
6
秒

⑦
小
堺
強
司
（
松
代
中
）
3
6
分
1
5
秒

⑱
室
岡
伸
宏
（
松
代
中
）
3
8
分
1
5
秒

⑩
関
谷
芳
明
（
松
代
中
）
44
分
1
0
秒

　
　
　
　
　
（
競
技
者
五
十
三
人
）

①
水
野
拓
哉
（
十
日
町
南
）
32
分
2
2
秒

⑪
田
辺
一
幸
（
松
代
中
）
3
4
分
2
2
秒

⑰
佐
藤
茂
樹
（
松
代
中
）
3
5
分
㎝
秒

⑳
小
堺
　
豊
（
松
代
中
）
3
6
分
5
7
秒

⑳
宮
沢
和
也
（
松
代
中
）
3
7
分
4
3
秒

　
　
　
　
　
（
競
技
者
二
十
九
人
）

①
小
林
　
優
（
川
西
中
）
1
9
分
0
8
秒

⑭
関
　
郁
枝
（
松
代
中
）
2
1
分
2
0
秒

⑯
佐
藤
由
希
（
松
代
中
）
2
1
分
4
7
秒

⑱
柳
真
梨
子
（
松
代
中
）
2
2
分
0
3
秒

　
　
　
　
　
（
競
技
者
二
十
四
人
）

①
岡
本
幸
子
（
十
日
町
南
）
1
8
分
50
秒

⑫
西
潟
幸
子
（
松
代
中
）
2
0
分
38
秒

（
競
技
者
五
十
二
人
）

①
宮
下
　
純
（
原
通
小
）

③
関
谷
則
和
（
松
代
小
）

⑭
小
堺
直
人
（
蓬
平
小
）

⑲
山
岸
明
人
（
奴
奈
小
）

⑳
若
井
辰
則
（
孟
地
小
）

⑳
斉
藤
雄
治
（
蓬
平
小
）

26　25　25　24　22　19

分分分分分分
47　34　12　18　13　09
禾少　禾少　禾少　禾少　禾少　不少

（
競
技
者
百
九
十
三
人
）

①
松
沢
隆
幸

⑱
宮
沢
健
二

⑯
池
田
　
渉

⑳
小
堺
隆
寛

⑳
小
堺
隆
志

⑳
井
上
大
輔

⑫
柳
大
輔

⑱
佐
藤
剛
史

⑳
五
十
嵐
輝
幸
（
松
代
小
）
22
分
3
3
秒

（
松
之
山
）

（
松
代
小
）

（
松
代
小
）

（
蓬
平
小
）

（
奴
奈
小
）

（
松
代
小
）

（
孟
地
小
）

（
奴
奈
小
）

17
分
5
9
秒

20
分
4
5
秒

21
分
2
3
秒

21
分
58
秒

22
分
0
3
秒

22
分
1
9
秒

22
分
2
3
秒

22
分
51
秒

　
　
　
　
　
（
競
技
者
五
十
五
人
）

①
池
田
真
理
子
（
関
山
小
）
1
3
分
2
0
秒

⑦
高
橋
亜
由
美
（
松
代
小
）
1
5
分
1
0
秒

⑯
小
堺
早
苗
（
蓬
平
小
）
1
6
分
0
1
秒

勧
、

⑳
井
上
佳
子
（
松
代
小
）
1
6
分
2
7
秒

⑳
市
川
一
恵
（
松
代
小
）
1
7
分
0
9
秒

⑳
小
堺
沙
織
（
蓬
平
小
）
1
7
分
4
9
秒

⑱
柳
つ
か
さ
（
孟
地
小
）
1
8
分
3
5
秒

　
　
　
　
（
競
技
者
百
三
十
四
人
）

①
島
田
法
子
（
鐙
島
小
）
12
分
1
5
秒

⑬
田
辺
祐
美
（
松
代
小
）
1
3
分
1
9
秒

⑳
仲
村
　
恵
（
松
代
小
）
1
3
分
3
5
秒

⑯
鈴
木
麻
子
（
松
代
小
）
14
分
㎝
秒

⑯
山
岸
智
美
（
松
代
小
）
1
4
分
2
1
秒

⑩
山
賀
江
里
子
（
松
代
小
）
14
分
2
8
秒

⑫
小
堺
真
里
（
松
代
小
）
1
4
分
30
秒

⑬
田
辺
智
子
（
松
代
小
）
1
4
分
3
1
秒
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国民年金自分の年金権は

自分で守りましょう

Fρ一　、
24

〆

　
葬
礎

一
こ
鑛
．

舞
　
忌

　
　
　
　
　
　
　
、
レ

年
金
　
　
　
坪
盆
在

．
忽
．
蓼
．
．
・
嬰

－
　
Y
〆
　
響

人
生
の
節
目
、
節
目
で

必
要
な
手
続
き
を
し
て

　
　
自
分
の
年
金
権
は

　
　
自
分
で
守
り
ま
し
よ
う

　
国
民
年
金
は
、
制
度
に
加
入
す
る

お
一
人
お
一
人
の
自
覚
に
よ
っ
て
、

年
金
受
給
権
が
守
ら
れ
ま
す
。
人
生

の
節
目
節
目
で
、
年
金
に
関
す
る
届

け
出
や
手
続
き
が
必
要
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
忘
れ
ず
に
、
自
分

の
年
金
権
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大

切
で
す
．

☆
ご
本
人
の
手
続
き

　
・
二
十
歳
に
な
っ
た
ら

　
・
氏
名
や
住
所
が
変
わ
っ
た
ら

　
・
企
業
や
役
所
に
就
職
し
た
ら

　
・
企
業
や
役
所
を
退
職
し
た
ら

、

　
・
経
済
的
理
由
で
保
険
料
を
納
め

　
　
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら

☆
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
の
手
続
き

　
・
専
業
主
婦
に
な
っ
た
ら

　
・
ご
主
人
が
企
業
や
役
所
を
退
職

　
　
し
た
ら

　
。
ご
主
人
が
企
業
や
役
所
に
就
職

　
　
し
た
ら

　
・
ご
主
人
が
転
職
し
た
ら

　
・
離
婚
し
た
ら

☆
妻
が
働
き
、
夫
が
在
宅
の
場
合
は
、

　
こ
の
逆
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
手
続
は
、
役
場
国
民

年
金
窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。
今
一

度
、
ご
自
身
の
年
金
に
つ
い
て
届
け

出
や
手
続
き
も
れ
が
な
い
か
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

ら
，
，
、

こ

謬
q
．

　QLr－　1涙、

1謬』’黛墜眠　　瓢
爆
． 臼‘　　壌漁
塗　！三、1懸・　灘

麟・自験者．学生など　　鷺　摺
　　　　　　　　　　　　　さ’　　冒

の
o
馬

　
　
Φ

　
　
ソ

　
　
　
イ

や

か
　
／
へ
や
ρ

試
．
．
融
攣

癖

亭
趨

卿糖ζ．
埴4ゆ、

㌧、

○
。

U
●

騒
一
’

第2号被保険者

こんなときは

届出を詔

⑨璽訟
稔・

サラリーマン・OL・
公務員など

o讃
自分も就職した

罫棲乙涛の扶養家族‘こな．た

ぢ．．・，1・ 竺’・・へ・’・

第3号被保険者

サラり一マンなどに扶養

されている奥さん
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O

雑

　
静
岡
県
人
と
な
っ
て
か
ら
早
い
も

の
で
三
十
四
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
の
、
わ
け
て
も

温
暖
な
こ
の
地
の
風
土
の
有
難
味
も

や
や
慢
性
に
な
り
つ
・
あ
る
。
越
後

の
産
ん
だ
昭
和
の
大
歌
人
「
宮
柊
二
」

と
言
う
人
の
歌
碑
が
、
出
身
校
で
あ

る
「
堀
の
内
小
学
校
」
に
あ
る
と
い

う
そ
の
歌
に

　
空
ひ
び
き
　
地
ひ
び
き
し
て

　
　
雪
吹
ぶ
く

　
淋
し
き
国
ぞ
　
我
が
生
ま
れ
国

豪
雪
と
過
疎
で
高
名
な
わ
が
ふ
る
里

と
松
代
も
、
こ
の
数
年
来
の
暖
冬
で

昔
日
の
冬
に
比
較
す
る
と
ず
い
ぶ
ん

住
み
よ
い
冬
と
聞
い
て
は
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
二
月
中
は
油
断
で
き
な
い

こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
て
山
に
登
り
始

め
た
の
は
、
苗
場
山
が
最
初
で
あ
っ

感
本山　　雅

（静岡県沼津市在住　松代長

命寺出身　右側は奥さんの房
子さん）

た
。
昭
和
三
十
四
年
二
十
四
才
の
夏

と
記
憶
し
て
い
る
。
山
頂
に
立
ち
雲

海
へ
の
落
日
が
織
り
成
す
美
し
さ
に

魅
せ
ら
れ
て
以
来
、
北
ア
ル
プ
ス
、

南
ア
ル
プ
ス
、
丹
沢
山
塊
、
伊
豆
の

山
々
に
遊
び
、
こ
こ
沼
津
の
家
の
窓

越
し
に
見
る
富
士
の
山
だ
け
が
残
っ

た
の
で
出
掛
け
る
こ
と
に
し
た
。
五

十
五
才
の
夏
、
気
候
不
順
で
残
雪
も

多
く
登
山
道
も
作
る
の
に
難
渋
し
て

い
る
様
子
、
新
五
合
で
見
る
頂
き
は

手
に
届
く
と
こ
ろ
に
あ
り
、
少
量
の

食
糧
と
酸
素
ボ
ン
ベ
だ
け
は
大
量
に

背
お
い
込
ん
で
出
発
、
し
か
し
な
が

ら
天
気
予
報
は
「
太
平
洋
上
に
低
気

圧
発
生
の
報
、
　
“
ま
だ
ま
だ
先
の
こ

っ
た
〃
大
丈
夫
、
大
丈
夫
”
心
の
内

に
考
え
て
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
豆
電

球
頼
り
の
夜
行
登
山
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
や
っ
ぱ
り
年
に
は
勝
て
ず
に

背
負
の
酸
素
の
厄
介
に
な
り
、
休
ん

で
は
、
酸
素
、
登
っ
て
は
酸
素
で
や

っ
と
八
合
目
の
山
小
屋
に
辿
り
着
く
。

シ
ケ
タ
布
団
に
潜
り
込
む
が
足
元
が

ジ
ン
ジ
ン
と
冷
え
る
だ
け
。
ホ
ッ
カ

イ
ロ
忘
れ
た
〃
眠
れ
な
い
仮
眠
の
一

夜
、
翌
朝
ば
雲
が
強
く
流
れ
御
来
光

も
チ
ラ
リ
と
覗
い
て
雲
海
に
没
し
て

し
ま
い
、
急
速
に
天
候
悪
化
し
氷
雨

も
降
り
出
し
容
赦
な
く
山
の
下
か
ら

砂
礫
が
舞
い
立
ち
、
行
く
も
進
む
も

出
来
な
い
暴
風
雨
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
時
頭
の
中
に
浮
ん
だ
も
う

一
つ
の
風
景
は
、
は
る
か
な
昔
多
分

二
十
三
才
ぐ
ら
い
の
時
で
あ
っ
た
が
、

名
ケ
山
の
尾
根
で
吹
雪
の
中
で
轟
麻

疹
に
な
り
遭
難
し
そ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
想
い
出
さ
れ
た
。
な
ん
と
か
下

山
の
途
に
つ
き
途
中
で
「
御
殿
場
富

士
山
雲
海
駅
伝
大
会
」
中
止
を
知
り
、

あ
・
遭
難
し
な
く
て
よ
か
っ
た
な
〃

と
思
っ
た
。
高
山
病
も
起
き
な
い
ふ

る
里
の
山
々
で
の
早
春
の
し
み
渡
り

で
「
婆
ぞ
り
乗
り
」
が
何
と
も
楽
し

い
こ
と
・
ほ
の
ぼ
の
と
想
い
浮
べ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
間
も
な

く
、
ぶ
な
の
新
緑
そ
し
て
山
肌
の
そ

ち
こ
ち
に
春
蘭
が
、
ま
ん
さ
く
の
花

が
雪
割
草
が
花
開
く
日
も
近
い
こ
と

と
思
う
。
城
山
か
ら
の
八
海
、
妙
高
、

米
山
、
黒
姫
、
登
山
を
教
え
て
く
れ

た
苗
場
の
眺
望
、
私
を
慈
し
み
育
て

て
く
れ
た
頸
城
の
四
季
に
心
か
ら
感

謝
を
送
り
「
遠
き
に
あ
り
て
」
こ
の

頃
思
う
ふ
る
里
の
心
の
風
光
で
あ
る
。

　
終
り
に
「
東
京
松
代
会
」
の
発
展
と

松
代
町
の
繁
栄
を
祈
り
上
げ
ま
す
。

、
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
．
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
認

㎜
　
　
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
に
　
　
　
　
｝

㎜
　
　
　
　
　
　
参
加
し
ま
し
よ
う
　
　
㎜

槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泊

槻鵬槻槻槻槻断槻槻断槻槻槻㈱槻槻槻槻槻槻槻囎㎜槻槻㈱㈲臓

　
東
京
松
代
会
で
は
故
郷
訪
問
企

画
の
第
一
弾
と
し
て
、
　
「
越
後
ま

つ
だ
い
冬
の
陣
」
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
多
く

の
方
（
会
員
以
外
の
方
も
）
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
感
動
し
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
、

ぜ
ひ
「
冬
の
陣
」
に
結
集
し
ま
し

よ
・
つ
。

　
会
員
以
外
の
方
も
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
松
代
町
挙
げ
て
の
イ
ベ

ン
ト
を
も
り
立
て
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
．

日
　
　
時

記
3
月
12
日
ω
～

13
日
㈲
　
1
2
日
午
前

8
時
出
発

送
　
　
迎

集
合
場
所

会
　
　
費

申
込
締
切

申
込
先

芝
峠
温
泉
「
峰
」
松

之
山
温
泉
「
凌
雲
閣
」

「
墨
田
ホ
テ
ル
」

バ
ス
を
2
～
3
台
用

意
し
ま
す
。

J
R
信
濃
町
駅
前

千
日
谷
会
堂
（
午
前

7
時
4
0
分
集
合
）

男
性
　
二
万
八
千
円

女
性
　
二
万
円
　
6

歳
以
下
　
半
額

2
月
2
5
日
㈹

詳
し
い
こ
と
は
送
付

済
の
チ
ラ
シ
、
は
が

き
等
を
ご
覧
の
上
、

各
地
区
副
会
長
宛
の

は
が
き
を
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。

槻槻槻断囎槻槻槻槻臓槻槻槻槻槻槻槻㈲槻㈱槻槻槻槻囎㈲槻槻

r
ー
ー
ー
ξ
ー
ー
ー
多
§
§
§
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ξ
ー
ξ
§
ー
ー
ー
ー
§
ー
ー
ー
し

　東京松代会副会長小堺昌隆さ

ん（旧山平村蒲生出身、屋号下

上）が、昨年暮れの12月30日に

永眠されました。ここに哀悼の

意を捧げるとともにお知らせ致

します。

　小堺さんはいつも変わらず、

誠実でお優しい方で、会のため

にも惜しみないご尽力をいただ

きました。年末には、ご自分で

年賀状をお書きになり、投函な

さっていらっしゃいます。心か

らご冥福をお祈り致します。

　東京松代会

　　会長　関　谷　徳次郎
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露封短
歌
平
和
の
使
者

　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

雪
深
く
埋
も
れ
あ
ん
ぼ
を
炉
火
に
焼

く
匂
い
香
ば
し
き
暮
ら
し
の
あ
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
に
ゃ
く

牛
飼
い
の
老
婦
が
ね
り
し
萄
蕩
の

歯
応
え
よ
き
は
誇
り
な
る
べ
し

町
営
の
ミ
ニ
ス
キ
ー
場
夜
の
灯
に

浮
か
ぶ
ゲ
レ
ン
デ
ひ
っ
そ
り
と
し
て

戦
い
て
得
た
る
平
和
の
使
者
な
ら
ん

風
の
荒
れ
つ
つ
雪
降
る
さ
ま
は

降
雪
の
な
か
走
り
来
て
ト
ン
ネ
ル
に

安
堵
五
十
の
速
度
を
保
つ

8ン仏
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公

わ
か
ん
じ
き

輪
標
出
す
こ
と
も
な
く
松
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡

初
日
影
鶏
足
山
を
新
た
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅

初
詣
雪
な
き
石
段
あ
り
が
た
し

石
段
を
確
か
め
登
る
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
し
ぶ
み
句
会

会
う
度
に
念
を
押
さ
れ
て
初
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

元
日
の
静
け
き
朝
や
下
駄
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

参
道
に
屋
台
の
明
か
り
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

初
売
り
や
笑
顔
ほ
こ
ろ
ぶ
店
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

篭
火
の
滑
を
足
し
つ
つ
去
年
今
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

火
の
粉
舞
う
大
篭
火
や
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥茶水亘

と
し
子

　
　
花

　
蒲
生
句
会

あ
わ
か
ら

粟
茎
を
隠
し
根
雪
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

魚
臭
き
釣
銭
貰
う
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

し
　
め

注
連
飾
ま
ず
大
藁
屋
あ
ら
た
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ち

亡
き
母
に
似
た
る
お
節
の
塩
加
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

白
菜
十
個
吊
る
し
今
年
の
鍬
納
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

ぜ
ん
ま
い
が
椀
に
は
み
だ
す
雑
煮
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

冬
座
敷
せ
ま
し
と
ば
か
り
三
輪
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

猫
抱
い
て
膝
の
温
も
る
寒
の
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

ひ
と
雪
を
浴
び
た
る
大
根
み
ず
み
ず

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

く
わ
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
う
と

慈
姑
む
く
嫁
と
姑
の
童
唄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
　
峰

①塘露
票

・

や
村

あ
面

ぎ

　し引ぜ〒毛
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〃
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．
笏
z
犠
　
髪

Z
　
　
　
　
Z
Z

　
髪
％

％
髪
Z
髪
笏

　
　
　
　
須

　
↓ハ

モ
リ
紙

　
　
　
　
　
騒

　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
、
ご

　
　
　
　
　
■
，

影
％
勇
〃
　
　
　
、

　
日
本
の
フ
キ
は
中
国
や
朝
鮮
に
も

野
生
す
る
が
、
中
国
で
は
フ
キ
は
食

用
で
は
な
く
薬
用
植
物
と
し
て
利
用

し
て
い
る
。
雌
雄
異
株
の
多
年
草
で
、

早
春
に
地
下
の
根
茎
か
ら
大
型
の
苞

を
つ
け
た
花
茎
を
伸
ば
し
、
そ
の
先

端
に
頭
状
花
を
つ
け
る
。
雌
花
は
白
、

雄
花
は
黄
色
で
、
こ
の
花
茎
を
フ
キ

ノ
ト
ウ
と
呼
ん
で
、

食
用
、
薬
用
に
す
る
。

花
が
終
っ
た
あ
と
に

大
型
の
葉
を
出
し
、

葉
柄
を
食
用
に
し
、

奥
羽
地
方
で
は
栽
培

し
て
い
る
。

圏
　
　
　
　
出
題
　
十
段
　
武
宮
正
樹

　
　
黒
先
白
死
・
7
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
石
塔
シ
ボ
リ
。

　
　
3
分
で
1
級
、
1
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。

　　。．倉事q愛マりユ乙蕾’り：1翻44

ユさご64宰（∂9り4q面（oε）q携
。甥圭（o＠）重＞彙コ6評4緬旦曳き卒（0
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一

★
★
★
★

雪上みこし活き・生き合戦

参加チーム募集！グ

　雪像みこし・空き缶みこし・

ゲートボールみこしなど、アイ

デアみこし大歓迎！

　あなたの地域の自慢のみこし

や、伝統みこしなどたくさんの

チームの参加をお待ちしていま
す。

日　　時　　3月12日（土）午後8時より

会場越後まつだい冬の陣（町民グランド）
参加対象　　だれでも、4名以上集まればひとつのチームとして参加

　　　　　できます。

内　　容　　既成のみこし、手作りみこしの別は問いませんが、手作

　　　　　りみこしは未発表のものに限ります。ただし、これまで

　　　　　の作品でも改良してあるものは可。

申し込み　3月1日（月）までに、役場内、越後まつだい幕府（実行

　　　　　委員会）へ。（後日、説明会あり）

　総合優勝　10万円（手作り部門）
　アイデア賞　　5万円（手作り部門）

　活き！生き賞　　5万円（既成、手作り問わず）

全参加団体に金一封を贈呈

4》・

δ
～

　　　，，．　ん
佐藤桃子ちやん

　　5歳　后
松代釜田住宅

　　　　　　　　δ

　　　　　　　　（

　　　　　　　見

高橋駄・．て

．’三，わ

㌦ち
　
や

鈴
松

つ

－
●

，
●

第1回ヌ圏目僻ヅ1り実臼
　ソリ開放デーのメインイベントです。松代町の公認競技として、

記録は登録されます。

●と　　き　’94年3月21日（月・祝）10＝00～15＝00

●ところ　松代町ファミリースキー場

●参加料金　4，000円（1名様）

　　　　　ゲレンデアトラクション（飲食サービス有り）

　　　　　競技参加料（1日リフト券・ナイター券付き）

お申し込み・お問い合わせ

越後まつだい芝峠温泉　レストビレッジ峰

　　　　　　　　　　　〒942－15新潟県東頸城郡松代町大字蓬平

　　　　　　　　　　　　TELO2559－7－3939　FAXO2559－7－3926

松代ファミリースキー場　　T　E　LO2559－7－3330

松代町役場　産業企画課商工観光係　　T　E　LO2559－7－2220

お洛ク効概ク

●「レストビレッジ峰」で宿泊

　　　　　　　　（2食付き）

●前夜祭（ウエルカムパーティ）

●ゲレンデアトラクション

●競技参加料

　　パック料金
おとな

1名129000円
　　　（税・サ別、小学生以上）

こども

1名8，000円
　　　　（税・サ別、3歳以上）・

醸
識、　　、・5　㌔・ε

鞘き・5
　　騎

　堀　・・，，、孕も 燈r
4
．
鍵

　向＼

ト
ド
】
「

鋤
ノ

　　　　※大会参加希望者はパック利用、

　　　　当日参加とも、1週間前までに

　　　松代町役場かレストビレッジ峰

：盆までお申込みください・

12



　　　　離濠li懇

離’縫

3
一

縷1

錨
．懇

期　日　平成6年2月20日

　　　　　　　（第3日曜日）

　　　　平成6年3月6日
　　　　　　　（第1日曜日）

時問AM10：00～12：00
　　　　　　　　～特別講習

　　　　PM13：00～検定
　　　　　　　　～結果発表
検定種目

横
　
　
す
　
　
べ
　
り

○

総
　
合
　
　
滑
　
降

○

○

ス
テ
ッ
プ
・
タ
ー
ン

○

ウ
エ
ー
デ
ル
ン

○

○

パ
ラ
レ
ル
・
タ
ー
ン

○

○

○

シ
ュ
テ
ム
・
タ
ー
ン

○

○

○

プ
ル
ー
ク
・
ボ
ー
ゲ
ン

○

○

○

プ
　
　
ル
　
　
ー
　
　
ク

○

種
　
　
　
　
　
目

1
級

2
級

3
級

4
級

5
級

☆特別講習及びレッスン時間等

　での問い合わせ御気軽にご相

　談ください。

　松代町スキー協会

　松代町スキー学校

　　智　02559－7－3929

謎

13

タツクスアンサーしてみませんか？

　　一一税金の疑問に電話で回答します・一・・

◎利用方法
①コード表でお聞きになりたいコード番号を確認してください。

　　　　　　　　　　　　　　（例〉402　確定申告

②あなたの最寄りのタッタスアンサーへ電話してください。

　　　　　　　　　　　　　（例）新潟025－223－2299
③案内がありましたら、コード番号を順番に押してください。

　（又はダ羅ヤルを順番に回してください。）

　　　　　　　　　　　　　（例）402
④ご希望のコード番号の解説が流れます。

　　なお、「コード番号が確認できません」と案内があったときは、

　アスタリスク（＊印）又はシャープ（牲印）を押してから、コー

　ド番号を押してください。

◎タックスァンサーの

　　　　　電驕番号
　　新潟025－223－2299

◎コード表
131中途退職で年末調整を受けていない

　　とき

132マイホームの取得や増改築などをし

　たとき（平成5年4月玉日以後に住

　まいとして使駕した場合の住宅取得

　等特別控除1
154住宅取得等特別控除のあらまし

133多額の医療費を支払ったとき（医療

　費控除）

137還付串告ができる期間と提畿先

142医療費控除の対象となる医療費

（例）（案内〉一＊402又は韓402

※ファックス（文書回答）を希望

　される方は次の電語番号へ

　東京　03－3213－2222

　大宮048－647－4444

151パート収入はいくらまで税金がかか

　　らないか

152妻の所得がいくらまでなら配偶者控

　除が受けられるか

156住宅取得等特別控除の対象となるマ

　イホーム
157住宅取得等特別控除の対象となる住

　宅ローン
402確定串告

403確定申告書の提出先（納税地〉

405還付申告ができる期間

421所得控除のあらまし

◎利用上の注意

☆利周時間は毎日6時から24時までです。土曜・日曜・祝日など

　の休日にも利用できます。

☆　1回の電話で最高5つのコード番号の解説を聞くことができます。

1．単位制
ア　卒業を目指す生徒…

　午前部、夜間部ともそれぞ

　れ40名（但し、このうちの

　それぞれ5名は転・編入を
　希望する生徒を対象とする。）

イ　社会人向け講座…

　つぎの四講座を開講

　　（ア）古典への招待

　　（イ）かな文字の世界

　　（ウ）英会話入門

　　（エ）パソコン入門

　各講座とも定員は20～40名で

1講座のみの受講も可能

2．定時制
　2・3・4年への転入学を希
　望する生徒

　　………若干名

3．通信制
　卒業を目指す新入生及び転・

　編入学を希望する生徒

　　………若干名

　入学案内等の請求及び入学に

関する照会等は高田南城高校ま

で。

　電話0255－23－7672
　住　所

　　　〒943上越市南城町3丁目3－8



た
く
さ
ん
の
出
会
い
を

　
松
代
町
の
み
な
さ
ん
元
気
で
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
松
代
町
に
残
っ
て
、
早
い
も
の
で

輝幸さん（千年）柳

　
　
　
た

一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
社
会
人
一
年
生
と
し
て
、
「
J
A

し
ぶ
み
」
に
働
き
始
め
て
、
何
も
わ

か
ら
な
く
て
、
先
輩
た
ち
に
迷
惑
を

か
け
た
り
し
ま
し
た
。
が
、
今
年
は

あ
ま
り
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
は
、

八
月
に
松
代
町
農
協
と
松
之
山
町
農

協
が
合
併
し
、
新
し
く
「
J
A
し
ぶ

み
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
一

年
は
忙
し
い
一
年
間
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
松
代
に
残
っ
て
一
年
が
経
つ
に
つ

れ
て
、
学
生
の
頃
よ
り
も
一
年
が
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
く
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
こ
の
一
年

の
間
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
き

ま
し
た
。
千
年
の
「
や
ろ
ね
会
」
の

仲
間
に
い
れ
て
も
ら
い
、
盆
踊
り
、

秋
祭
り
、
歳
の
神
、
消
防
訓
練
、
こ

れ
ら
に
参
加
し
、
得
た
も
の
は
部
落

の
つ
き
合
い
方
や
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
に
出
会
っ
た
こ
と
で
し
た
。
今
年

も
積
極
的
に
町
の
行
事
に
参
加
し
て
、

交
流
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

年
は
、
農
協
チ
ー
ム
で
二
十
四
時
間

耐
久
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
昨
年
は
出
な
か
っ
た
の
で
、

今
年
は
毎
日
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
、

耐
久
マ
ラ
ソ
ン
を
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
、
三
月
に
あ
る
「
越
後

ま
つ
だ
い
冬
の
陣
」
が
や
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
冬
の
陣
に
積
極
的
に
参
加

し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
出
会

え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
松
代
町
の
自
然
、
緑
、
水
を
大
切

に
し
、
私
た
ち
の
健
康
管
理
を
維
持

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

圃
（12月26日～1月25日受付）

　幸せ多い人生を（結婚〉

小山　浩・志賀悦子さん

　　　　　（松代・下町住宅）

　げんきな良い子に（出生）

　　ち　ひろ
武田千尋ちやん桂一・利恵子さん

　　（長女・松代・釜田住宅）

　男　2，433人　　（一5人）

　女2，520人（一4人）
　計4，953人（一9人）
世帯数1，498世帯（一1世帯）

　出生2人　　死亡7人

　転入1人　　転出5人
　　　（6年1月末日現在）

一人口の動き一

圖
園
圓
國

▼
節
分
に
は
豆
ま
き
を
さ
れ
た
で
し
ょ

う
か
？
　
ご
家
庭
や
地
区
で
豆
ま
き
を

さ
れ
た
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
。
こ
の
短
い
言
葉

の
中
に
、
人
間
の
永
遠
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
が
、
現
実
は
な
か
な

か
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

「
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
」
と
言
い
ま

す
の
で
、
「
ワ
ッ
ハ
ハ
ハ
」
「
ワ
ッ
ハ
ハ

ハ
」
と
、
み
ん
な
で
笑
っ
て
楽
し
く
「
福
」

を
待
つ
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
松
代
高
校
ス
キ
ー
部
が
県
内
大
会
で

す
ば
ら
し
い
活
躍
を
し
ま
し
た
。
こ
の

広
報
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
全

国
大
会
で
の
活
躍
も
耳
に
す
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
三
月
号
で
ま
と
め
て
成
績

を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
リ

レ
ハ
ン
メ
ル
五
輪
の
次
は
長
野
（
1
9

9
8
年
開
催
）
で
す
。
そ
こ
で
活
躍
す

る
選
手
が
松
高
か
ら
も
ぜ
ひ
出
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
ね
。
み
ん
な
で
応
援

し
ま
し
ょ
う
。
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　ご冥福を祈ります（死亡）

高橋玉子さん　　　69歳

　　　　　　（松代・清泉屋）

柳　　亘さん　　　78歳

　　　（松代・やなぎばしや）

室岡幹男さん　　　78歳

　　　　　　（松代・松栄館）

仲村チラさん　　　83歳

　　　　　（儀明・さんぜん）

若井アッさん　　　　79歳

　　　　　　（蓬平・堰之坂）

7hずoこ
　あき　や　　　こえ　か

＊明家で声吸らす

人の住んでいない家で大きな声

を出して歌をうたっても、聞く

人がいないのでほめてもらうあ

てもないことから、一生けんめ

い努力や苦労をしたのに、まっ

たく人に認めてもらえないとい

つこと。

　あきんど　けいず
＊商人に系図なし

世間では家柄とか系図とかいっ

たものが重んぜられても、商人

の世界だけは実力しだいであり、

自分自身の腕と力がものをいう

といっこと。
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